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台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ご
注
意
を
！ 

  

お
盆
が
過
ぎ
、
夜
風
の
冷
た
さ
に
秋
の
気
配

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
こ
の

時
期
は
台
風
の
被
害
が
目
立
っ
て
く
る
時
期
で

あ
り
、
八
月
か
ら
十
月
の
三
ケ
月
は
、「
台
風
シ

ー
ズ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

気
象
庁
の
統
計
資
料
（
過
去
十
年
）
に
よ
り

ま
す
と
、
こ
の
時
期
に
東
北
地
方
に
上
陸
又
は

接
近
し
た
台
風
は
、
年
平
均
四
個
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
下
段
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

気
仙
川
流
域
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
昭

和
二
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
は
、
九
月
一
七
日

頃
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

台
風
の
直
撃
や
接
近
、
あ
る
い
は
台
風
の
影
響

に
よ
る
秋
雨
前
線
の
活
発
化
等
に
よ
り
、
大
雨

が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
河

川
の
増
水
や
土
砂
災
害
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
増
水
時
の
河
川
や
沢
、
用
水
路
に
近

づ
か
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
場
所
と
避

難
経
路
を
再
確
認
し
て
お
く
な
ど
、
万
一
の
事

態
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

               

工
事
用
道
路
の
着
工
準
備
進
行
中 

  

津
付
ダ
ム
建
設
事
業
で
は
、
現
在
の
国
道
三
九

七
号
線
の
付
け
替
え
工
事
を
先
行
し
て
行
う
計

画
で
す
。
今
秋
に
は
、
付
け
替
え
工
事
に
必
要
な

資
機
材
や
土
砂
な
ど
の
運
搬
に
利
用
す
る
「
工
事

用
道
路
」
に
着
工
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
そ 

 台風発生数 
日本への 

上 陸 数 

東北への上

陸・接近数 

10年間の総数

と年間平均 

２３７ 

平均約２４ 
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５９ 
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  １５９ 
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   １５ 

平均約 ２ 

４０ 

平均 ４個 

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

付
け
替
え
工
事
に
よ
り
、
道
路
幅
が
広
が
り
、

急
坂
や
急
カ
ー
ブ
が
解
消
さ
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ま

の
道
路
利
用
の
利
便
性
、
安
全
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
工

事
の
進
捗
状
況
は
、
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
参
り

ま
す
。
） 

 

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
お
知
ら
せ 

  

津
付
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
に
は
、
栗
木
鉄
山

跡
や
子
飼
沢
高
炉
跡
な
ど
、
数
箇
所
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
未
知
の
遺
跡

が
存
在
す
る
可
能
性
も
有
る
た
め
、
岩
手
県
教
育

委
員
会
に
依
頼
し
調
査
し
た
結
果
、
二
箇
所
の
遺

跡
（
縄
文
時
代
の
住
居
跡
と
思
わ
れ
る
）
が
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
こ
の
ほ
ど
発
掘

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

発
掘
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
紙
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
現
地
の
見
学
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
、
津
付
ダ
ム
建
設
事
務
所
に 
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お問い合わせ先 

〒029-2502 

気仙郡住田町下有住 

字中上 333 
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FAX  0192-48-3121 

 

津付ﾀﾞﾑ公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

http://www.pref. 

iwate.jp/̃hp4580

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

質
問
コ
ー
ナ
ー 

皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ダ
ム
や
河
川
改
修
、
環
境
問

題
な
ど
へ
の
質
問
、
意
見
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 （
質
問
）
気
仙
川
の
治
水
対
策
で
ダ
ム
を
作
る
な
ら
、

支
川

し

せ

ん

の
大
股
川
で
は
な
く
て
気
仙
川
の
本
川

ほ
ん
せ
ん

に
作
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

（
回
答
）
気
仙
川
本
川
に
ダ
ム
を
建
設
し
た
方
が
効

果
的
で
す
が
、
気
仙
川
本
川
は
石
灰
岩
が
介

在
し
て
い
る
地
質
で
あ
り
、
漏
水
対
策
等
の

技
術
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ダ
ム
建
設

に
よ
る
社
会
的
影
響
（
家
屋
移
転
数
、
自
然

環
境
に
与
え
る
影
響
）
や
経
費
も
含
め
総
合

的
に
比
較
検
討
し
、
大
股
川
と
し
て
い
ま
す
。 

 

（
津
付
ダ
ム
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
質
問

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
） 

過去 10 年間の台風資料（ﾃﾞｰﾀは気象庁 HP より、単位：個） 

※ 台風発生数、東北への上陸・接近数とも、８～１０月に年間

の約３分の２が集中しています。 

発掘調査状況 



 

 
 

前回は、気仙川などの河川の水位の状況を知る方法について紹介しました。 

今回は、河川水位の位置付けについて紹介します。 

  

  

  

  

  
 

 ○ 気仙川では、次の区間において、水位情報の周知や水防警報を行っています。 
 

    気仙川上流 ・・・ 気仙川と大股川の合流点（住田高校付近）      から 

                岩澤橋の６００メートル下流（世田米字山谷地内）  まで 

    気仙川下流 ・・・ 舞出頭首工（横田町字久連坪地内）  から 河口  まで 
                 

 ○ 水位情報の周知や水防警報は、下の表の基準により、あらかじめ各区間で定めた河川水位観測所 

における水位に応じて行っています。 
 

水位の名称（※） 水位の位置付け 
気仙川上流の水位値 

（観測所名：昭和橋） 

気仙川下流の水位値 

（観測所名：舘） 

避難判断水位 
（特別警戒水位） 

市町村長の避難勧告等の発令

判断の目安となる水位 
２．９０ メートル ３．９０ メートル 

はん濫
らん

注意水位 
（警戒水位） 

洪水により相当の家屋浸水な

どの被害を生じるはん濫
 ・  ・  ら ん

のお

それがある水位。水防団が出

動し水防活動を行います。 

２．６０ メートル ３．２０ メートル 

水防団待機水位 
（通報水位） 

水防団が出動のために待機す

る水位。 
２．１０ メートル ２．１０ メートル 

 （※ 平成１９年度から、水位の名称が変更になりました。変更前の名称は下段（ ）書きのとおりです。） 
 

【水位説明用模式図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

気仙川の防災対策マメ知識（第２回） 

 「河川改修と水防活動は、『車の両輪』」と言われるとおり、洪水被害を軽減するためには、河川工事などの

ほか、水防団（消防団）や地元自治会などによる水防活動も非常に大切です。 

気仙川は『水位情報周知河川』と『水防警報河川』の指定を受けており、市町長による避難勧告を行う目安

となる水位や、水防団の活動基準となる水防警報を発令する水位などを定めています。 

 昭和橋と舘の河川水位は、インターネットや携帯電話でご覧いただけますので、水防団待機水位を

ひとつの目安として、その後の気象情報や河川水位情報に特に注意されるようお願いします。 
 なお、豪雨のときは、河川だけでなく、沢からの土石流やがけ崩れ、道路の冠水などが発生するお

それがありますので、河川水位に関わらず、早めに避難準備などの行動を始めることが何より重要で

す。日頃から、豪雨や洪水に備えて、避難場所と経路の確認、携行品の準備等をしておきましょう。 

通常の水位 

はん濫注意水位 

水防団待機水位 

避難判断水位 

堤 
防 

＜留意事項＞この図はイメージ図であり、実際の地形とは異なります。 


